
白井漁港の整備進む　農業委員会委員７人を任命同意など可決－６月定例会

決まった議案一覧、高規格救急自動車を取得、質疑など

「ふるさと納税」を課題解決策に  一般質問

４㌻～

２㌻～

６㌻

そ
う
め
ん
、
と
れ
た
！

（
７
月
１１
日
、
は
ま
ゆ
り
子
ど
も
園
で
）

陳情１件を採択、発議案、常任委員会など選任、議会の動き ８㌻～
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■６月定例会－補正予算の可決事項・質疑

防波堤のかさ上げ工事が行われている白井漁港南側（写真中央）

固
定
資
産
委
員
に

小
中
居
さ
ん
再
任

▽
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任

同
意

　

堀
内
の
小
中
居
敏
勝

さ
ん
（
６６
）
を
同
委
員
に

再
任
す
る
こ
と
に
全
員

賛
成
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

小
中
居
さ
ん
は
７
期

２１
年
在
職
。
新
し
い
任
期

は
平
成
２９
年
７
月
１
日

か
ら
平
成
３２
年
６
月
３０

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員

７
人
を
任
命
同
意

▽
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意

　

農
業
協
同
組
合
法
等

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
新

た
に
公
募
で
募
集
し
、
村

が
選
考
し
た
農
業
委
員

会
委
員
７
人
を
任
命
す

る
こ
と
を
、
全
員
賛
成
で

同
意
し
ま
し
た
。

  

任
期
は
平
成
２９
年
７
月

２０
日
か
ら
平
成
３２
年
７

月
１９
日
ま
で
の
３
年
間

で
す
。
新
し
い
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

○
委
員

　

髙
屋
敷
眞
作
（
茂
市
）

　

山
﨑　

確
己
（
茂
市
）

　

森
田　

幸
一
（
中
央
区
）

　

坂
上　

賢
治
（
堀
内
机
）

　

野
﨑　

才
子
（
太
田
名
部

）

　

佐
々
木　

貢
（
黒
崎
）

　

村
尾
ゆ
か
り
（
堀
内
）

円
、
漁
村
再
生
交
付
金
事
業

３
０
０
０
万
円
な
ど
を
増
額

し
、
歳
出
で
は
南
浜
住
宅
建
替

工
事
１
３
１
０
万
円
、
同
事
業

基
本
・
詳
細
設
計
４
０
０
万
円

な
ど
を
増
額
し
た
ほ
か
、
公
共

施
設
の
二
酸
化
炭
素
削
減
の
計

画
を
作
成
す
る
「
普
代
村
カ
ー

ボ
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化
事

業
委
託
料
」
９
９
３
万
６
千

円
、
海
の
幸
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

２
４
６
万
１
千
円
、
白
井
漁
港

漁
村
再
生
交
付
金
事
業
工
事

６
０
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ
ぞ

れ
増
額
し
ま
し
た
。

が
圧
倒
的
に
先
生
の
負
担
は
大

き
い
と
思
う
。
４
月
か
ら
勤
務

時
間
を
把
握
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
て
い
る
。

金
子
議
員

　
　

南
浜
住
宅
建
替
工
事
の
計

画
・
内
容
と
完
成
時
期
を
伺

う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

現
在
、
購
入
し
て
あ
る
場

所
に
５
棟
１０
戸
を
計
画
し
て
い

る
。
今
年
度
は

２
棟
４
戸
を
建

設
す
る
。
７
月

中
に
用
地
造
成

を
し
て
、
９
月

か
ら
１０
月
発

注
、
２
月
ま
で

に
は
完
成
さ
せ

た
い
。

　

残
り
、
３
棟

６
戸
は
、
来
年

度
中
に
実
施
で

き
る
よ
う
に

（
国
に
）
要
望

し
て
い
る
。　

▽
一
般
会
計
補
正
予
算（
２
号
）

　

一
般
会
計
で
は
歳
入
歳
出
に

１
億
６
９
９
０
万
８
千
円
を
増

額
し
、
総
額
で
２９
億
７
１
８
９

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
入
で
震
災
復
興
特
別
交

付
税
１
億
３
９
５
０
万
８
千

中
上
議
員

　
　

昨
今
話
題
に
な
っ
て
い
る

教
員
の
過
重
労
働
に
つ
い
て
、

普
代
小
・
中
学
校
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
。

三
船
教
育
長

　
　

教
員
の
勤
務
時
間
は
タ
イ

ム
カ
ー
ド
が
な
い
の
で
何
時
間

と
い
う
よ
う
に
は
取
っ
て
い
な

い
。

　

過
重
労
働
は
、
中
学
校
の
方

あ
る
が
、
混
入
な
ど
あ
れ
ば
問

題
に
な
る
。
害
の
な
い
よ
う
取

り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

が
、
内
容
を
伺
う
。

松
葉
教
育
次
長

　
　

カ
マ
ド
ウ
マ
が
昨
年
大
量

発
生
し
今
年
も
ま
だ
出
て
き
て

い
る
。
除
去
す
る
た
め
給
食
セ

ン
タ
ー
外
側
に
駆
除
剤
を
散
布

し
、
寄
っ
て
こ
な
い
方
策
を
取

り
、
建
物
の
中
は
煙
で
燻

く
ん
じ
ょ
う蒸

処

理
を
す
る
。

野
場
議
員

　
　

海
の
幸
魅
力
ア
ッ
プ
事
業

で
な
ぜ
漁
協
が
取
り
組
ま
な
く

な
っ
た
の
か
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

事
業
の
中
身
を
補
助
事
業

分
と
村
で
実
施
す
る
分
に
分
け

る
形
に
な
り
、
漁
協
で
取
り
組

む
と
か
取
り
組
ま
な
い
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
今
回
村
の
方

を
事
業
主
体
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
漁
協
事
業
主
体
分
の

補
助
金
分
で
残
る
分
は
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。

嵯
峨
議
員

　
　

震
災
復
興
特
別
交
付
金
増

で
の
産
直
施
設
分
の
７
０
０
万

円
の
中
身
に
つ
い
て
伺
う
。

太
田
建
設
水
産
課
長

　
　

海
産
物
直
売
施
設
の
工
事

費
３
５
６
４
万
円
、
設
計
部
分

の
管
理
費
１
１
８
万
８
千
円
、

完
成
の
確
認
申
請
分
４
万
４
千

円
で
３
６
８
７
万
２
千
円
の
改

修
事
業
費
と
な
る
。

　

復
興
交
付
金
が
８０
％
で
２
９

４
９
万
７
千
円
で
市
町
村
負
担

が
そ
の
差
額
で
７
３
７
万
５
千

円
に
な
る
が
、
９５
％
を
特
別
交

付
税
で
交
付
す
る
と
い
う
こ
と

で
そ
の
額
が
７
０
０
万
６
千
円

に
な
る
。

正
路
議
員

　
　

給
食
施
設
で
害
虫
駆
除
と

一
般
会
計

補
正
予
算

人　

事

　

村
議
会
第
４
回
定
例
会
（
６
月
定
例
会
）
で
は
、
平
成
２９

年
度
の
一
般
会
計
と
３
つ
の
特
別
会
計
の
補
正
予
算
、
高
規

格
救
急
自
動
車
の
購
入
、
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
と
村
農
業
委
員
会
委
員
７
人
の
任
命
同
意
な
ど
１５
議
案
が

村
か
ら
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。
主
な
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
で

１
億
７
千
万
円
増

質

疑

海
産
物
直
売
施
設

交
付
金
の
中
身
は

答 問

教
員
の
過
重
労
働

学
校
の
状
況
は

問

６ 月
定例会

白
井
漁
港
の
整
備
進
む

南
浜
住
宅
の
建
替
工
事
費
を
増
額

給
食
施
設
の
害
虫
駆
除

害
の
な
い
取
り
組
み
を

答問

海
の
幸
魅
力
ア
ッ
プ

漁
協
の
取
り
組
み
は

答

南
浜
住
宅
建
替
工
事

内
容
と
完
成
時
期
は

問

問

答

整地が完了した南浜住宅の移転予定地（緑区内）

答
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久
慈
消
防
署
普
代
分
署
に
新

し
く
配
備
す
る
、
高
規
格
救

急
自
動
車
の
高
度
救
命
処
置

用
資
機
材
を
購
入
す
る
こ
と

を
、
可
決
し
ま
し
た
。
購
入
費

用
は
１
３
７
７
万
５
１
１
９
円

で
す
。

金
子
議
員

　
　

高
規
格
救
急
車
の
更
新
基

▽
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と

　

久
慈
消
防
署
普
代
分
署
に
配

備
し
て
い
る
高
規
格
救
急
自

動
車
を
購
入
す
る
こ
と
を
可

決
し
ま
し
た
。
購
入
費
用
は

２
３
２
７
万
４
千
円
で
す
。

▽
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と

議案番号等 議　　　　　案 審議結果

議案第１号

平成２９年度普代村一般会計補正予算（第２号）
　補正額 1億 6990万 8 千円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ 29億 7189万 4 千円にしました。歳出では、
情報通信基盤移転委託料 3136万 7 千円、コミュニティ助成事業補助金を緑区自治会へ140万円、上組若連
へ 250万円。また、地球温暖化の軽減策として公共施設の省エネルギー化を目的にカーボン・マネジメント
強化事業委託料として 993万 6 千円。水産業振興費では、海の幸魅力アップ事業委託料として 223万 1 千円、
白井漁港漁村再生交付金事業工事として6000万円を増額。南浜住宅建替工事に1310万円を追加し、消防費
では、消防団活動に係る備品購入費として95万 3千円で放送機材を購入します。教育費では、いわての復興
教育スクール事業として小学校 21万円、中学校 22万 5千円で、神楽シャツ、のぼりなどを購入します。一方、
土木費では、道路施設補修・補強調査設計業務委託料を1300万円、それに係る工事費を5200万円を減額し
ました。

可決（全員賛成）

議案第２号
平成２９年度普代村国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
　補正額110万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ 2億 2170万円にしました。歯科診療施設の臨時職員賃
金の増が主なもの。

議案第３号
平成２９年度普代村簡易水道特別会計補正予算（第１号）
　補正額150万 7 千円を減額し、歳入歳出予算をそれぞれ 1億 3549万 3 千円にしました。人事異動による職
員の給料等を減額する一方で、萩牛簡水（落合地区）配水管移設工事設計業務の委託料として150万円を増額。

議案第４号
平成２９年度普代村漁業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額 22万円を追加し、歳入歳出予算をそれぞれ 2412万円にしました。事業に係る職員の給料等の増が
主なもの。

議案第５号

復興産業集積区域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例について
　東日本大震災復興特別区域法の地方税の課税免除等の一部改正に伴い、復興産業集積区域内に施設などを
新増設する場合、平成33年3月31日までは、固定資産税が 5年間免除されるもの。施行は平成29年 4月 1
日から。

可決（全員賛成）

議案第６号 財産の取得に関し議決を求めることについて
　久慈消防署普代分署に配備している高規格救急自動車を更新し取得するもの。取得価格は 2327万 4 千円。

可決（全員賛成）

議案第７号
財産の取得に関し議決を求めることについて
　久慈消防署普代分署に配備する高規格救急自動車の高度救命処置用資機材を購入するもの。取得価格は
1377万 5119円。

議案第８号 普代村固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて

可決（全員賛成）

議案第９号 普代村農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

議案第１０号 普代村農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

議案第１１号 普代村農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

議案第１２号 普代村農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

議案第１３号 普代村農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

議案第１４号 普代村農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

議案第１５号 普代村農業委員会委員の任命に関し同意を求めることについて

発議案第１号
「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書」の提出について
　計画的な教職員の定数改善と、義務教育費国庫負担制度の負担割合を 2分の 1に復元することを国に要望
するもの。

可決（全員賛成）

◆６月定例会で決まった議案 ◆

準
は
あ
る
の
か
。
ま
た
救
急

車
用
の
器
具
・
機
材
、
設
備
は

各
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
も

の
か
伺
う
。

川
向
総
務
課
長

　
　

久
慈
広
域
連
合
の
基
準

は
、
１２
年
以
上
経
過
し
た
車
両

と
な
る
。
普
代
村
の
（
車
両
）

は
、
経
過
年
数
で
１３
年
、
走
行

距
離
で
９
万
３
０
０
０
キ
ロ

走
っ
て
い
る
。
資
材
な
ど
の
種

類
は
、
法
定
上
揃
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
を
、
取
り
揃
え

て
い
る
。
そ
う
で
な
い
も
の

は
、
市
町
村
独
自
と
い
う
も
の

も
あ
る
よ
う
だ
。

正
路
議
員

　
　

救
急
車
を
更
新
す
る
に
当

た
り
、
ま
だ
使
え
る
物
が
あ
る

と
思
う
が
今
後
の
取
扱
い
を
伺

う
。

川
向
総
務
課
長

　
　

使
え
る
機
材
に
つ
い
て
は

そ
の
ま
ま
使
用
し
、
耐
用
年

数
・
経
過
年
数
等
部
品
交
換
が

で
き
な
く
な
る
も
の
は
一
切
取

り
替
え
る
。
古
い
救
急
車
は
廃

棄
と
考
え
て
い
る
。

救
急
自
動
車

１
台
を
更
新

財
産
の
取
得

答

問

次の㌻は

「一般質問」

質問者と内容

　６月定例会の一般質問には、中上一登
議員が登壇し、ふるさと納税に関する村
の取り組み、考え方などを問いました。
村議会では「一問一答方式」で行ってい
ますので、１人６０分の制限時間内で質
疑を繰り返します。

村の課題を
熱く議論！

６p

【１番目】

中
なか

上
が み

 一
か ず

登
と

 議員

ふるさと納税の考え方と取り組み

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

金
子
議
員

　
　

「
普
代
村
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
強
化
委
託
事
業
」

（
９
９
３
万
６
千
円
）
は
役
場

庁
舎
等
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に

取
り
組
む
と
い
う
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
中
身
の
説
明
を
。

坂
下
住
民
福
祉
課
長

　
　

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
推

進
す
る
た
め
に
、
役
場
庁
舎
や

く
ろ
さ
き
荘
、
診
療
所
な
ど
の

照
明
、
空
調
、
ボ
イ
ラ
ー
な
ど

の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
調
査
、

検
討
し
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を

導
入
す
る
。

　

今
年
度
は
１
次
事
業
と
し
て

調
査
検
討
を
委
託
し
２
月
ご
ろ

ま
で
に
は
作
成
。
３０
年
度
か
ら

順
次
設
備
を
導
入
す
る
。

質

疑

カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

事
業
の
具
体
的
中
身
を

答 問

　　一般質問とは
   一般質問は、本会議で議員が執行機関で
ある村長などに対し、村政全般に関する、
事務の執行状況、村政の方針などについて
質問し、または報告、説明を求めるもので
す。一般質問は３月、６月、９月、１２月
の定例会に限り認められています。

問

質

疑

車
両
の
更
新
基
準
と

器
具
な
ど
の
設
備
は

使
え
る
機
材
な
ど
は

今
後
ど
う
す
る
の
か

答

新しく購入する予定の救急自動車

村農業委員会委員の選任では、全員起立で同意されました

■６月定例会－補正予算の質疑・財産取得
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柾
屋
村
長　

駅
前
で

他
市
町
村
の
も
の
を

置
く
こ
と
は
、
卸
価
格
の
調
整

な
ど
も
あ
り
、
少
し
ず
つ
進
め

て
い
る
。
会
社
の
メ
イ
ン
は
観

光
・
物
産
・
交
流
と
し
て
い
る
。

　

物
産
取
引
店
舗
も
以
前
よ
り

増
え
て
い
る
。
課
題
は
観
光
商

品
作
り
だ
が
、
社
員
と
も
ど
も

頑
張
っ
て
い
く
。

個
人
的
に
作
っ
て
い

る
商
品
を
、
村
な
り

会
社
で
生
産
で
き
る
体
制
作
り

や
後
継
者
作
り
の
後
押
し
が
な

い
と
独
自
商
品
は
生
ま
れ
な
い

と
思
う
。
ふ
る
さ
と
納
税
含
め

青
の
国
ふ
だ
い
に
は
そ
ん
な
こ

と
も
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

柾
屋
村
長　

ふ
る
さ

と
納
税
の
返
礼
品
を

機
に
各
地
で
は
組
合
、
グ
ル
ー

プ
な
ど
を
作
っ
て
の
取
り
組
み

が
あ
る
。
普
代
で
も
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
た
り
、
漁
協
も
新
た
な

も
の
を
作
っ
て
み
る
な
ど
の
意

識
を
も
っ
て
改
革
し
、
我
々
も

意
識
改
革
し
て
一
緒
に
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

総
務
省
は
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
返
礼
品

を
３
割
上
限
と
し
て
示
し
て
い

る
。
取
り
組
み
に
つ
い
て
村
長

の
見
解
を
伺
う
。

柾
屋
村
長　

本
村
で

は
当
初
よ
り
３
割
以

下
を
念
頭
に
し
て
お
り
、
平
均

調
達
率
も
２
割
５
分
と
な
っ
て

い
る
。

　

小
規
模
自
治
体
に
と
っ
て
は

あ
り
が
た
い
制
度
で
あ
り
、
今

後
も
こ
の
制
度
が
長
期
的
に
継

続
さ
れ
る
よ
う
さ
ら
な
る
工
夫

を
加
え
、積
極
的
に
取
り
組
む
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
功

罪
は
別
と
し
て
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
伸
ば
す
取
り
組

み
は
、
現
在
の
村
の
活
性
化
な

ど
課
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
。

　

中
身
の
工
夫
な
ど
ま
だ
伸
び

が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
管
理
運
営
を
担
う
今
後
の

株
式
会
社
「
青
の
国
ふ
だ
い
」

の
役
割
を
伺
う
。

「
一
般
質
問
」

問
う

中
上
一
登

「ふるさと納税」を
課題解決策に

意識改革して取り組む

柾屋村長

質
問

答
弁 さ

ら
に
工
夫
を
加
え

積
極
的
に
取
り
組
む

柾
屋
村
長　

中
身
の

選
定
は
必
要
だ
と
思

う
。
地
域
の
方
々
と
一
緒
に
工

夫
・
努
力
が
必
要
だ
。

　

青
の
国
ふ
だ
い
の
役
割
は
、

企
画
立
案
も
含
め
て
考
え
て
い

る
。
調
達
率
は
３
割
以
下
を
念

頭
に
企
画
、
送
付
な
ど
を
依
頼

し
、
自
治
体
に
は
５
割
は
残
す

よ
う
に
す
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
を
隣
村
の
田
野

畑
村
の
も
の
も
含
め
た
連
携
が

質
問

答
弁

あ
っ
て
も
い
い
の
で
は

な
い
か
。

柾
屋
村
長

い
ず
れ
広

域
連
携
が
な
け
れ
ば
一

市
町
村
で
頑
張
る
力
に

は
限
界
が
あ
る
と
い
う

の
は
同
感
で
あ
る
。

　

今
年
始
ま
る
（
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
教
育
旅
行
受

入
体
制
構
築
事
業
で
）

田
野
畑
村
と
の
連
携
を

し
な
が
ら
や
っ
て
い

く
。

　

返
礼
品
を
他
町
村
と

セ
ッ
ト
に
す
る
と
い
う
の
は
難

し
い
面
も
あ
り
、
今
後
の
課
題

と
し
て
考
え
る
。

　

駅
前
産
直
が
独
自
商

品
だ
け
で
は
品
不
足

感
が
あ
る
。
近
隣
市
町
村
の
特

産
品
を
置
く
こ
と
を
提
案
し
て

い
た
が
い
ま
だ
に
な
い
。

　

ま
た
、
株
式
会
社
と
し
て
何

を
ど
の
よ
う
に
メ
イ
ン
と
し
た

会
社
と
な
る
の
か
が
、
は
っ
き

り
と
し
な
い
と
感
じ
て
い
る
村

民
の
意
見
も
あ
る
。

質
問

答
弁

質
問

答
弁

近
隣
市
町
村
と
の

特
産
品
の
連
携
を

答
弁 卸

価
格
の
調
整
な
ど

少
し
ず
つ
進
め
て
い
る

インターネットで紹介されている、ふるさと納税の返礼品の一部

◆ Ｈ２９年度へ繰り越した事業 ◆
 ◆Ｈ２８年度の一般会計分 単位：万円（千円未満は切り上げ）

事　　業　　名 金額 翌年度
繰越額 事　　業　　名 金額 翌年度

繰越額

地域情報通信基盤ネットワーク環境整備事業 ３０００ １６１９ ２８災４１４号村道北ノ股線道路災害復旧工事 ３６８ ２２２

個人番号カード関連事務委任交付金 ６５ ２２ ２８災４１５号村道北ノ股線道路災害復旧工事 ２３１ ２３１

臨時福祉給付金（経済対策分）事業費補助金 ３０３ ３０３ ２８災４１６号村道北ノ股線道路災害復旧工事 ７０９ ４３８

白井漁港漁村再生交付金事業 ５０００ ５０００ ２８災４１７号村道向川原線道路災害復旧工事 ５３０ ５３０

普代浜復旧整備事業 １億３７５１ ２８７０ ２８災４１８号村道普代茂市線道路災害復旧工事 ７７７ ７７７

村道補修工事 ２５５０ ４６０ ２８災４１９号村道普代茂市線道路災害復旧工事 ２１０ ２１０

村道普代駅前１号線道路改良工事

６７０ ６７０ ２８災４２０号村道普代茂市線道路災害復旧工事 １０９５ １０９５

３億８３３０ ３億３４０ ２８災４２１号村道普代茂市線道路災害復旧工事 １１８０ １１８０

２５０ ２５０ ２８災４２２号村道普代茂市線道路災害復旧工事 ４８８ ４８８

村道黒崎港線道路改良工事 ２０００ １４６０ ２８災４２３号村道普代茂市線道路災害復旧工事 ３６６ ３６６

白井地区治水ダム整備事業 ２００ ２００ ２８災４２４号村道普代茂市線道路災害復旧工事 ６０６ ６０６

北の股頭首工水門開閉機更新工事 ３９５ ３９５ ２８災４２５号村道北沢線道路災害復旧工事 ４１６ ２５０

太田名部村有地擁壁設置工事 ４００ ４００ ２８災４２６号村道北沢線道路災害復旧工事 ６１６ ３６９

上普代頭首工災害復旧工事 ８７４ ８７４ ２８災４２７号村道北沢線道路災害復旧工事 ５４４ ３３０

村道補修役務料 １０００ ３００ ２８災７３２号村道普代平井賀線橋梁災害復旧工事 １億７９０３ １億７９０３

単独災害復旧工事 ７００ ４００ ２８災７３２号村道普代平井賀線橋梁災害復旧工事電柱移転補償費 ２００ ２００

合　計 ９億５７２７ ７億７５８

 ◆Ｈ２７年度の一般会計分 ◆Ｈ２８年度の簡易水道・休養施設特別会計分
 単位：万円 単位：万円

事　　業　　名 金額 翌年度
繰越額 事　　業　　名 金額 翌年度

繰越額

白井漁港漁村再生交付金事業 １７７３ １７７３ 萩牛簡水（落合地区）配水管移設工事設計業務委託 １５０ １５０

村道堀内中央線道路改良工事

２００ ２００ 白井簡水（力持地区）配水管移設工事設計業務委託 １００ １００

１５００ １１９０ 萩牛簡水（落合地区）配水管移設工事 ２００ ２００

１００ １００ 白井簡水（力持地区）配水管移設工事 １５０ １５０

村道黒崎港線道路改良工事 ２００ ２００ 受水槽取替工事（くろさき荘） ３７８ ３７８

漁港施設単独災害復旧工事（弁天漁港） ９７２ ９７２

合　計 ４７４５ ４４３５ 合　計 ９７８ ９７８

　

村
議
会
第
３
回
臨
時
議
会

は
、
５
月
３０
日
開
会
、
同
日
閉

会
し
ま
し
た
。
審
議
し
た
案
件

は
、
平
成
２８
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
と
２
特
別
会
計
の
繰
越

明
許
費
と
、
専
決
処
分
の
承

認
、
平
成
２９
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
な
ど
、
報
告
４
件
及
び

５
議
案
を
全
員
賛
成
で
原
案
可

決
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

第
３
回
臨
時
議
会

▽
２９
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
１
号
）

　

補
正
額
５
４
９
８
万
６
千
円

を
増
額
し
、
総
額
で
２８
億
１
９

８
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
増
額
は
、
普
代
駅
舎
の

改
修
に
工
事
管
理
も
含
め
た
改

修
費
５
０
８
６
万
８
千
円
を
増

額
し
た
ほ
か
、
普
代
浜
南
側
の

海
産
物
直
売
所
の
備
品
購
入
費

１
５
０
万
円
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

教
育
旅
行
受
入
体
制
構
築
事
業

２
２
０
万
８
千
円
で
す
。

　

こ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
は

県
の
補
助
を
活
用
し
た
田
野
畑

村
と
の
連
携
事
業
で
、
外
国
人

観
光
客
向
け
の
看
板
作
成
や
多

言
語
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
観
光
ガ

イ
ド
の
養
成
、
新
商
品
の
開

発
、
先
進
地
視
察
な
ど
を
行
う

も
の
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
、
決
ま
り
ま
し
た

普
代
駅
舎
の
改
修

５
千
万
円
を
計
上

備品を購入し７月中の開店を目指す
普代浜園地南側の海産物販売所

管
理
運
営
を
担
う

青
の
国
、
役
割
は

質
問

企
画
立
案
を
含
め

現
在
考
え
て
い
る
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６
月
定
例
会
で
、「
教
職
員

定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
拡
充
に
係
る
意
見

書
」
が
、
議
員
発
議
で
提
案
さ

れ
、
こ
れ
を
可
決
。
国
に
対
し

意
見
書
を
送
付
し
ま
し
た
。
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

学
校
現
場
に
お
け
る
課
題
が

複
雑
化
・
困
難
化
す
る
中
で
、

子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
学
び
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
教
材
研

究
や
授
業
準
備
の
時
間
を
十
分

に
確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
教
職

員
定
数
改
善
な
ど
の
施
策
が
重

要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

公
益
財
団
法
人
連
合
総
合
生

活
開
発
研
究
所
の
教
職
員
の
働

き
方
・
労
働
時
間
に
関
す
る
報

告
書
に
よ
る
と
、
７
〜
８
割
の

教
員
が
１
カ
月
の
時
間
外
労

働
が
８０
時
間
と
な
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
１
割
が
す
で
に
精
神

疾
患
に
罹り

か

ん患
し
て
い
る
可
能
性

が
極
め
て
高
い
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

　

学
校
現
場
に
お
い
て
、
長
時

間
労
働
是
正
が
必
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
教
職
員
定
数
改
善

も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、

国
の
施
策
と
し
て
財
源
保
障
を

し
、
豊
か
な
子
ど
も
の
学
び
を

保
障
す
る
た
め
の
条
件
整
備
は

不
可
欠
で
あ
る
。

　

国
会
及
び
政
府
に
お
い
て

は
、
地
方
自
治
体
が
計
画
的
に

教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
計
画
的
な
教
職

員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ

と
、
ま
た
、
教
育
の
機
会
均
等

と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
の
負
担
割
合
を
２
分
の
１
に

復
元
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

対
応
な
ど
、
学
校
を
取
り
ま
く

状
況
は
複
雑
化
し
、
学
校
に
求

め
ら
れ
る
役
割
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　

そ
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
実
現
の
た
め
、
計
画

的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
行
う

と
と
も
に
、
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２
分

の
１
に
復
元
す
る
こ
と
を
国
な

ど
に
求
め
る
も
の
。

▼
採
択
の
理
由

　

審
査
で
は
、
い
じ
め
対
策
や

障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
配

慮
・
対
応
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
陳
情
の
主
旨

は
妥
当
で
あ
る
と
全
会
一
致
で

「
採
択
」
と
し
た
。

が
多
い
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
配
慮
・
対
応
、

さ
ら
に
は
、
い
じ
め
・
不
登
校

▼
陳
情
人

　

岩
手
県
教
職
員
組
合
県
北
支

部　

支
部
長　

荒
木　

裕
之

▼
陳
情
の
内
容

　

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１

復
元
を
図
る
た
め
の
、
平
成
３０

年
度
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書

採
択
の
陳
情

　

日
本
は
、
諸
外
国
に
比
べ
教

員
１
人
当
た
り
の
児
童
生
徒
数

皆
さ
ん
か
ら
の

陳
情
１
件
を
採
択

請
願
・
陳
情

総務・産業経済・議会広報など

常任委員などを選任

　

委員会名 総務常任委員会 産業経済常任委員会 議会広報常任委員会 議会運営委員会

委 員 長

副委員長

委 員

金 子 泰 男

中 上 一 登

正 路 正 敏

森 田 幸 一

野 場 義 時

嵯 峨 典 行

大 上 浩 史

熊 谷 有 耕

森 田 幸 一

正 路 正 敏

嵯 峨 典 行

中 上 一 登

森 田 幸 一

嵯 峨 典 行

中 上 一 登

正 路 正 敏

金 子 泰 男

大 上 浩 史

野 場 義 時

内 容 総務課・住民福

祉課・税務出納

課・教育委員会

などに関する調

査、請願・陳情

などの審査

農林商工課・建

設水産課・休養

施設事業などに

関する調査、請

願・陳情などの

審査

「ふだい議会だ

より」の編集、発

行にかかる事務

議会運営を円滑

に行うため、議

案や請願などの

審査のほか、議

長の諮問に関す

る調査など

　

岩
手
県
町
村
議
会
議
長
会
の

臨
時
総
会
が
６
月
６
日
、
岩
手

県
自
治
会
館
で
開
か
れ
、
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
の
結

果
、
中
村
裕
議
長
が
、
理
事
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
２９
年
６
月
１５
日

か
ら
平
成
３１
年
６
月
１４
日
ま
で

の
２
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
中
村
議
長
は
５
月
２２

日
、
岩
泉
町
で
開
か
れ
た
東
部

町
村
議
会
議
長
会
の
定
期
総
会

で
会
長
に
選
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
平
成
２９

年
５
月
２３
日
か
ら

平
成
３１
年
５
月
２２

日
ま
で
の
２
年
間

で
す
。

　

東
部
町
村
議
会

議
長
会
は
、
普
代

村
・
田
野
畑
村
・

岩
泉
町
・
山
田
町
・

大
槌
町
の
各
議
会

の
議
長
・
副
議
長

の
１０
名
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
陳
情
は
１
件
で
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会
（
野
場
義
時
委
員
長
）
で
審
査
し

た
結
果
、
採
択
と
す
る
こ
と
に
決
定
。
本
会
議
で
も

全
員
賛
成
し
、
発
議
案
と
し
て
国
に
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。

普代小６年生の授業風景

教職員定数改善と
国庫補助の増額とを
求める意見書を

国に要望

議員発議

岩手県町村議会議長会の会議で発言する中村議長

岩手県町村議会
議長会理事に
中村議長が就任

　６月定例会で常任委員と議会運営委員

の任期（２年）が満了するため、新たに

委員の所属構成を決めました。任期は

平成２９年６月２６日から平成３１年６月

２５日までの２年間です。各常任委員等

の構成は下表のとおりです。

教
職
員
の
定
数

補
助
の
改
善
を
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事務局
日誌から ４月１９日～７月６日

議会の動き
月　日 場　　所 事　　　　項 出　席　者

４月１９日
役場 議会広報常任委員会 各委員
役場 女性の農業委員への登用促進に向けた要請 議長

２１日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
２５日 太田名部漁港 自営定置網舟夫揃のお祝い 正・副議長
２８日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
３０日 普代中グラウンドほか 消防団特別点検 各議員

５月　３日 鵜鳥神社 鵜鳥神社例大祭 各議員

１１日
くろさき荘 普代村老人クラブ連合会定期総会 議長
役場 議会全員協議会 各議員
普代水門前ひろば・鮭供養塔前 鮭供養塔再建工事完成式 各議員

１３日 役場・普代水門 吉野正芳復興大臣来村 議長
１４～１８日 台湾 岩手県議会議員、市町村議会議員による台湾訪問 議長

１６日 役場 原水爆禁止平和大行進にあたっての要請 副議長
２０日 普代中 普代中学校体育祭 各議員

２２日
盛岡市 国道４５５号・盛岡普代間道路整備促進期成同盟会通常総会 議長
岩泉町 東部町村議会議長会定期総会 正・副議長

２３日 宮古市 道路関係縦軸２団体合同総会 議長
２４日 盛岡市 町村議会議員研修会 野場・森田・熊谷議員
２７日 普代小 普代小学校運動会 各議員

２９日
盛岡市 県土整備部関係団体通常総会合同総会 議長
盛岡市 漁港漁村協会定時総会 議長
久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員

３０日

宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員
役場 議会運営委員会 各委員
役場 村議会第３回臨時会 各議員
役場 議会全員協議会 各議員

３１日 東京都 町村議会議長・副議長研修会 議長
６月　１日 宮古市 三陸北縦貫道路整備促進期成同盟会総会及び三陸国道事務所への要望会 副議長

２日 くろさき荘 坂本博士先生を囲んでの「感謝の集い」 議長
６日 盛岡市 町村議会議長会臨時総会 議長
１１日 久慈市 平庭闘牛大会つつじ場所 議長

１９日
役場 議会運営委員会 各委員
役場 議会全員協議会 各議員
役場 総務常任委員会 各委員

２２日 役場 村議会第４回定例会 各議員
２３日 久慈市 久慈広域連合例月出納検査 大上議員
２６日 久慈市 株式会社岩手銀行平成２９年度サマーミーティング 議長
３０日 宮古市 岩手県沿岸知的障害児施設組合例月出納検査 熊谷議員

７月　４日 役場 議会広報常任委員会 各委員
５日 西和賀町 町村議会議長会第２回定例理事会 議長

５～　６日 西和賀町 町村議会議長会第１回政務調査会並びに政務調査会研修会 議長
６日 盛岡市 国道２８１号整備促進期成同盟会総会及び岩手県への要望会 副議長

　本号または過去の「ふだい議会だより」は、村ホームページ（http://www.vill.fudai.iwate.jp/）から
見ることができます。トップページの行政情報をクリックし、次のページの右下にある　　　　　　を
クリックしてください。ぜひ、この機会にウェブサイトもご覧ください。
見ることができます。トップページの行政情報をクリックし、次のページの右下にある　　　　　　を議会だより

一般質問その後… 村はどう対応したのか！

質　問

「駅舎を道の駅的活用にすべき」 平成２８年３月定例会　一般質問から

　三陸沿岸道路の普代インターを活用した観光として、村の計画にもある普代浜園地の活性化や普代

駅舎を改修して、休憩、トイレ、買い物もできる道の駅的な、そして普代のシンボルとなるような工

夫を。

答　弁

着実な取り組みを進める
　アンテナショップの活性化、道の駅構想の推進、そして情報発信の強化が街中の再生などにもつな

がると理解している。いろいろな課題もあるが着実な取り組みを進める。

現　在

　アンテナショップ業務など７月１０日から仮設のプレハ

ブで営業し、駅舎の増改築工事に取りかかっている。工事

は、一部改築と増築で面積は約８５坪。増改築は、総合案

内所兼事務所、アンテナショップ兼産直施設、貸店舗、ト

イレスペースの拡張で、観光客や利用者のサービス向上、

特産品販売の充実を図る。

　同工事は、地方創生拠点整備交付金を活用し、事業費

４９９５万円。工期は１０月３１日までで、１１月からのリ

ニューアルオープンを計画している。
１１月の営業を目指し、増改築工事が始まった普代駅

駅舎の増改築工事始まる！

５月１１日、津波で壊された鮭供養塔の再建
工事完成式に出席（普代浜園地南側）

議
場
以
外
の

　

議
会
活
動

５月３日、鵜鳥神社例大祭。議員らで参拝し、
災害のない年であること、村の発展を祈願

ふだいの げんき！



ふだい議会だよりは
スマートフォンでも
ご覧になれます。
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今回の「議会だより」は、いかがでしたか。皆さんの感想をお待ちしています。　一緒に考えよう　この村のカタチ。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

委

員

長

副
委
員
長

委

員

森

田

幸

一

正

路

正

敏

中

上

一

登

嵯

峨

典

行

▼
昨
年
の
水
害
か
ら
１
年
が
た

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
九
州
北

部
で
も
大
変
な
水
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
つ
、
何
処
で
災

害
が
起
こ
る
か
予
想
が
で
き
な

い
状
況
で
す
。
住
民
の
方
々
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
改
め
て
避

難
場
所
等
の
確
認
が
必
要
で
す
。

梅
雨
明
け
前
か
ら
暑
い
日
が
続

き
、
体
が
つ
い
て
い
か
な
い
状

態
で
す
。
皆
さ
ま
に
暑
中
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
正
路
正
敏
）

▼
今
回
の
議
会
だ
よ
り
も
無
事

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

編
集
す
る
に
当
た
っ
て
毎
回
思

う
こ
と
で
す
が
、
各
議
員
の
質

問
、
村
側
の
答
弁
を
的
確
に
か

つ
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
る
こ

と
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
分
か

り
づ
ら
い
、
不
明
な
こ
と
な
ど

あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
に
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
今
年
の
夏
は
、

過
去
に
な
い
猛
暑
と
か
、
お
体

に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

（
嵯
峨
典
行
）

あ
と
が
き

未来予想図　Fudai
V O I C E

　普代小学校ではみんなで話し合って「広げよ

う　やさしさの輪　目指せ！やさしい普代っ子」

をスローガンに決め、友達同士、地域の人、先

生方に明るく接することに取り組んでいます。

　学校では地域の人が、草取りや草刈りをして

くれたり、読み聞かせをしてくれます。グラウ

ンドゴルフも一緒にしました。楽しかったです。

　学校に通学する朝は、空気が澄んでいて、と

ても気持ちがいいです。それも普代の魅力だと

思います

澄んだ空気、魅力！

高
た か い

井　理
り ひ と

史さん（普代小６年）

　学校であいさつ運動をしているので、私は地

域の人に明るくあいさつをしています。地域の

人たちも明るくてやさしいです。潮風トレイル

コースを歩いている観光客の人によく道を聞か

れても、教えてあげます。

　普代の魅力は自然が多く、海の幸、山の幸が

おいしいところです。すきこんぶ、わかめ、魚、

キノコ。たくさんの人に知ってもらい、普代に

来てほしいと思います。そのときは元気にあい

さつをしたいと思います

元気にあいさつ！

日
ひむかい

向　美
み ゆ

悠さん（普代小５年）

　村議会定例会は、３月、６月、９月、１２月の
年４回、役場３階の議会議場で開かれます。議
員は議場でどんな発言をしているのか、また、
どんな村づくりを考えているのか、今後の村の
方向性を直接聞くことができる良い機会です。
ぜひ、お越しください。
　また、役場１階にある村民ホールのテレビで
も議会中継を見ることができますので、お気軽
にどうぞ。
　６月定例会の議場での傍聴者は２人でした。

問＝議会事務局（☎３５－２１１８）

次回は９月中旬を予定
お待ちしています！！

議会にお出
い

でください。

定例会を傍聴する皆さん

傍聴者の感想！

　本会議ではいろんな予算や条例などが話

し合われていますが、私たち村民のために有

効に活用できるように、みんなで活発に議論

してほしいと思います。

さん（普代小５年）さん（普代小５年）さん（普代小５年）さん（普代小５年）さん（普代小５年）さん（普代小５年）


